
 

  

 

 

 

 

 

 

 

１０月下旬から、１２月並みと言われる朝夕の肌寒さを感じるようになりました。「寒暖差疲労」という症

状をご存知でしょうか。体温調整をする自律神経の機能に乱れを生ずる症状だそうです。その日の気温に合わ

せた服装に気を配り、十分お気を付けください。今年は、新型コロナ感染症への警戒に重ねて、インフルエン

ザの流行も心配されています。これまで、「発熱等の風邪症状」というキーワードをいろいろな所で目にして

きましたが、今年の冬は、警戒感の幅が、昨年の冬以上に広がるのではないかと危惧しています。 

 

さて、標記の文言、ごくごく当たり前のことなのですが、「具体的にどういうことなんだろう？」…校長の

立場からそんなことを考えることがよくあります。 

１４７名一人一人が、かけがえのない存在であり、保護者の皆様は、我が子のためになることならば、最優

先で対応する。これは、まぎれもない事実と言ってよいのではないでしょうか。運動会、参観日、懇談会…、

様々の場を通して、保護者の皆様方のお子様への愛情を強く感じています。一方で、学校の先生たちは、どう

考えていると思われますか？…実は、保護者の皆様方と同じなのです。私たち学校職員は、この一年間でどの

ような面をどこまで、どのようにして伸ばして差し上げられるかを考えながら指導に当たっています。 

お子様について話し合う時、「この子のために何が大切なのか？」…この視点を保護者の皆様と共有しなが

ら探っていきたいと思っております。 

 

ところで、私たちは、子育て、教育を進める中で、「ほめる」ということについて話し合いました。ほめる

ということが、子どもへの「評価」に当たるとすれば、子どもの成長にとって望ましくないと考えました。子

どもたちのよい行いに対しては、「共感」と「感謝」の視点をもち、決して上から子どもを見下ろすのではな

く、横の関係を大切にしながら、勇気付けをしていくことに挑戦しています。（下図参照） 

ご家庭でも、参考にしていただけるならば、これも「家庭と学校の連携の姿」だと思います。 
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日 曜 行   事   予   定 

１ 火  

２ 水 校内発表会  ※総合調査アンケート提出〆切（よろしくお願いいたします。） 

３ 木 文化の日 

４ 金 スクールカウンセラー来校 

５ 土 学習・音楽発表会  １～４年 11:45／５・６年 12:05 下校 

６ 日  

７ 月  振替休業日 

８ 火 ４年校外学習  読み聞かせボランティア（1･2 年） 

９ 水 クラブ 

１０ 木 理科授業研究会（３年 15:10 下校） 1･2･4･5･6 年 14:15 下校 

１１ 金 避難訓練(火災)  ＡＬＴ来校  大学院生実習最終日   

１２ 土  

１３ 日  

１４ 月 児童朝会  読書週間（～25 日） ＡＬＴ来校  交通当番 3･4 年 

１５ 火 １年校外学習  中学生職場体験（～17 日） 

１６ 水 避難訓練（予備日）  下校見守り  ベルマーク回収日  １年校外学習（予備日） 

１７ 木 ６年修学旅行 

１８ 金 ６年修学旅行   

１９ 土 ※岡山っ子作品展（～12.5 於 高島公民館） 

２０ 日  家庭の日 

２１ 月 地域協働学校運営協議会（地域委員が、２校時を参観）  ＡＬＴ来校  交通当番３年 

２２ 火 ５年校外学習  ６年歴史学習（ゲストティーチャー） 

読み聞かせボランティア（1･2 年） 

２３ 水 勤労感謝の日 

２４ 木 ふれあい週間①（～２９日）短縮時程  教育相談日 

２５ 金 ふれあい週間② 短縮時程 

２６ 土  

２７ 日  

２８ 月 ふれあい週間③ 短縮時程  ＡＬＴ来校 

２９ 木 ふれあい週間④ 短縮時程 

３０ 火 職員読み聞かせ  クラブ 

※新型コロナウイルス感染症の状況によって、予定を変更する場合があります。どうぞご了承ください。 

※集金日は、学年だよりでご確認ください。 

 

【１２月の主な予定】 

１２月 １日（木）なかよしクリーン作戦 

    ５日（月）旭竜小人権週間（～１２／９） 

   ２１日（水）給食終了 

   ２３日（金）終業式 

   ２４日（土）冬休み（～１／５） 

『STOP！子ども虐待』 

厚生労働省では、１１月を「児童虐待防止推進月

間」と定めています。そして、「オレンジリボンキ

ャンペーン」が、全国的に広がっています。 

もし、心配な様子や虐待 

に気付いたら、ためらわず 

関係機関にご連絡ください。 

 

※虐待対応ダイヤル 

１８９（通話無料） 

ここに、シールをはりましょう。⇒ 


